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　このほどマトロックス社が明らかにし
たのは、高速のビデオデータ転送を実
現するCoaXPress 2.0に準拠するMat 
rox Rapixo CXPシリーズのロードマップ
である。CoaXPress 2.0は最大12.5Gbps
でビデオ転送できる規格であり、次世
代のフレームグラバーボードに使われ
ることになる。
　マトロックス社は、アナログからデ
ジタル、それも高速からFPGA（Field 
Programmable Gate Array）を搭載し
たカスタマイズ可能なボードまで幅広
い製品ポートフォリオを提供できる画
像処理製品の専門企業だ。同社セール
ス&マーケティング副社長のサム・ロ
ペス氏（Sam Lopez）（写真）は、次世
代のロードマップだけではなく、H.264
で圧縮する機能を搭載した製品や、
GigEビジョンキャプチャなどさまざま
な製品ボードを紹介した。
　もともとマトロックス社は、アナログ入
力からCameraLinkやGigEなどさまざま
な規格のビデオカメラに対応するフレー
ムグラバーボードを設計・製造・販売して
きた。キヤノンITソリューションズは、
マトロックス社の日本の販売代理店であ
り、マトロックス社のフレームグラバーボ

ードの販売を一手に引き受けてきた。

12.5Gbpsが可能に
　CoaXPress 2.0は、従来のUSB3.0や
ギガビットイーサネット規格GigE対応の
カメラよりも高速に映像・画像データを
転送するための規格である。インピーダ
ンス75Ωの同軸ケーブルを使うCoaX 
Press規格は、これまでは6.25Gbpsの
転送速度が最大だったが、CoaXPress 
2.0で は そ の2倍 の12.5Gbpsになる。
CoaXPress 2.0に対応したカメラからの
イメージを高速にとらえることができる
ようになる。
　CoaXPress 2.0では、1本のケーブ

ルに、カメラ制御やトリガー機能を持
ちながら、さまざまなデータストリー
ム（HDMIやDisplayPortなど）のサポ
ートを最大のデータレート12.5Gbpsで
送受信できるだけではなく、PoE（Power 
over Ethernet）のようにEthernetケー
ブルが電源ラインも兼用しているた
め、電源のラインを別に用意する必要
がない。
　マトロックス社はこれまで、2018年
第3四半期に4チャンネルのRapixo 
CXP Quadをリリース、同年第4四半
期の終わりにはその機能にFPGAをボ
ード上に加えたRapixo CXP Proをリ
リースしてきた（図1）。2019年の第3
四半期には、1チャンネル／ 2チャンネ
ルのRapixo CXP Single/Dualを発売
したばかりである。これによって、1
チャンネルから4チャンネルまでのボ
ードがそろった。

次は4出力データ転送も
　これらの今後も含めたリリース時期
のロードマップを発表した。2020年は
じめにはデータ転送端子付きのRapixo 
CXP with Data Forwardingを投入す
る（図2）。これは、ビデオ端子4入力
で4出力のデータ転送 端 子を持つ。
Matrox Rapixo CXP with Data For 
wardingの中で最大12.5GbpsのCXP- 
12は4入力、4出力のインタフェース端
子を持ち、出力は8本のPCIe 3.1のホ
ストインタフェースを持つ。
　フレームグラバーは、ビデオカメラ
などの信号を入力する専用のボードの
ことで、ビデオ信号は高速の場合には
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CameraLinkのような特殊なフォーマ
ットの信号を出力するため、そのまま
ではホストコンピュータへ送ることが
できない。そこで、ビデオカメラから
の信号フォーマットとしてコンピュー
タへつなげるPCIeやGigEなどに変換
する必要がある。産業用のマシンビジ
ョンをはじめとするイメージング技術
では、ビデオカメラからの映像をとら
え（ビデオキャプチャあるいはフレーム
グラバー）、それをコンピュータボード
へ送り、画像処理を行う。

ソフトウエアライブラリも充実
　マトロックス社は、フレームグラバー
のボードだけではなく、画像処理をす
るためのライブラリソフトウエアであ
るMIL（Matrox Imaging Library）も
提供する。MILは、画像の入力や表示
に加え、多彩な画像処理関数を持ち、
汎用的ながらハイレベルな画像処理ラ
イブラリである。これまでのところ、
最新版はMIL10 Update84で、FPGA
向けのFDK（FPGA Development Kit： 
FPGA開発キット）も2019年第3四半
期にリリースされている。
　CXP Proで 追 加 さ れ たFPGAは、
ユーザーがプログラムすることによっ
て、機能を追加したり修正したりする
ことができる。とはいえ、簡単にプロ
グラムできるツールがなくては使いに
くい。そこで、具体的にプログラムす
るためのFPGA開発ツール（FDK）も
最近、リリースした。これを使えば、
LSI設計言語であるHDLやVerilogを
使わずに済み、C言語でプログラムで
きる。

AI導入で自動判別が可能に
　フレームグラバーは、カメラ映像を
CPUへ送る前にCPUに接続できるイン
タフェースに変換するという機能を持

つが、MILの機能の１つに外観検査装
置の自動化のサポートがある。フレー
ムグラバーボードは、半導体ウエハの
外観検査装置などに使われている、と
ロペス氏は述べている。今、注目を集
めるディープラーニングは、分類するた
めのツールだと同氏はとらえている。マ
トロックス社は2018年2月にMIL10 
Processing Pack 3でディープラーニン
グを使ったClassification機能を搭載す
ると発表している。その後、MIL10の
後継としてMILXを発表し、今後リリ
ースするMILX Processing Pack 4に
おいてディープラーニング機能と、従
来のClassificationに加えてDetection
機能を追加することを今回のプレゼン
テーションで言及した。
　一般にディープラーニングは、パタ
ーン認識に使われることが多く、音声
や画像などを認識する。例えばリンゴ
の絵を認識する場合は、最低でも100
枚以上（一般には500枚程度）のリンゴ
だけの写真を、コンピュータ（AI）に
入力して覚えさせる。その上で例えば
キズのついたリンゴや汚れのついたリ

ンゴをそれぞれ100以上覚えさせる。
つまり、きれいなリンゴとキズのつい
たリンゴ、汚れのついたリンゴをそれ
ぞれにラベル付けする。
　AI技術は基本的に分類技術だともい
える。産業用では良品と不良品を区別
したり、不良品の中でも不良品のそれ
ぞれをさらに分類、自動判別ができる。
学習には米エヌビデア社（Nvidia）の
GPUを用いてニューラルネットワーク
のモデルを使うが、判別するための推
論には、各社がエッジで良品・不良品の
判別に使うことが多い。マトロックス
社の推論は一般的なx86のCPU（例え
ばXeon Core i7など）で行えるため、
推論マシンのために特別な投資は必要
としなくて済む。今後は、自動判別の
ために機械学習はごく普通に使われる
ことになるだろう。
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図1　2020年をにら
んだRapixo CXPのロ
ードマップ。

（出典：マトロックス社）

図２　4チャンネルの転
送I/Oを備えたMatrox 
Rapixo CXP with 
Data For ward ing。

（出典：マトロックス社）


